
平成　　年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）実績報告書（研究実績報告書）

様　式　Ｃ－７－１

２ ２ ７ ０ ０ ８ ２ ７

３ ２ ６ ９ ２

メディア学部

若手研究(B)

  ３版

補助事業期間 平成 ２４年度～平成２２ 年度

２４

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
東京工科大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研 究 課 題 ｅ－Ｃａｍｐｕｓでの行動履歴と成績との相関性の調査研究
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9. 研究実績の概要

e-Campus内で学習する学生の行動履歴と成績に相関性があるという仮説を立てて、行動履歴の特徴量の選定法を提案し、これを用いた
実験的検証を通して、この仮説の妥当性を立証することを目的とした。
平成23年度までの研究成果から、学習者の行動をカメラによって計測し学習中の行動を識別する部分で成果が上がった。このため、平
成24年度ではこの部分を重点的に発展させることが、最も効果的に目的を達成することとなると考えた。具体的には学習者をKinectの
ような安価になった三次元計測装置を用い、頭・両手の動きを観測し、予め用意する辞書データとの周波数成分の比較を行うことによ
って、実用的な精度で学習中の振る舞いを識別できる手法を明らかにした。また、行動ごとに特徴の現れる部位が異なることから、識
別にあたっては部位ごとに重み付けを考慮することとした。
実験を通じて行った検証では、体格や撮影条件による差異の影響を受けにくく、82.9%という比較的高い識別率を実現した。この識別
率はある短い観測期間単独での識別率である。実際の学習はこれよりも長い期間同一の学習行動をとっていることが多いことから、前
後の識別結果との比較を行うことによって更に識別率を向上させることも可能であった。
最終的な結果として、成績との相関性を評価するには至っていないが、学習状況を把握する特徴量として頭・両手の動きから、学習時
の振る舞いを識別するための手法を明らかにした。また、この手法は現実的に適用可能な比較的安価な機器によって実現できることか
ら、この手法を用いることで、成績との相関性を明らかにできる仕組みの実現までは可能とした。
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24年度が最終年度であるため、記入しない。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)行動識別

教育支援 学習行動 学習態度 3次元計測

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

24年度が最終年度であるため、記入しない。

（今後の推進方策）
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13.研究発表（平成２４年度の研究成果）
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発　表　場　所

仙台。東北大学川内キャンパス

発表年月日

2013年03月06日
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発　表　者　名
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雑　　誌　　名
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日本e-Learning学会論文誌

日本e-Learning学会論文誌

なし

なし

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題　　【掲載確定】

学習者の振る舞いに着目した学習行動識別システムの構築

3次元計測装置を用いた学習行動識別システムの構築

著　者　名

著　者　名

最初と最後の頁

最初と最後の頁

48-54

印刷中

巻

巻
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発行年

発行年
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14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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産業財産権の種類、番号 国内・外国の別産業財産権の名称 発明者

出願年月日

権利者 取得年月日

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

著　者　名

書　　名

発明者産業財産権の名称 権利者

2013年03月07日

総ページ数発行年

出　版　社

学　会　等　名

情報処理学会

発　表　場　所

仙台。東北大学川内キャンパス

発表年月日

発　　表　　標　　題

教室内における学習態度の複数同時モニタリングシステムの研究

発　表　者　名

渡辺繁樹・天野直紀

（4）



３版

15.備考

（5）


